
地域ケア推進会議　報告書

1.開催日時 (金)

2.会場

3.主催センター ・ ・

4.参加人数

7 人 5 人

2 1 人） 13 人

人 人 人

人 人 2 人

（ 堺第2高齢者支援センター　2人　、堺地域障がい者支援センター　1人 ）

6.開催テーマ

8.会議の内容

9.課題に対する対応策・
今後の地域での展開

堺市民センター　ホール

提出日 2020年11月12日

【医療・介護連携に関する場合のみ】

作成
高齢者支援センター 堺1

作成者 小森　恵美子

2020年10月30日 18:30 ～ 20:00

5.参加者内訳

人　　　（うち、医師

相原町の「心の病を抱えた方を支える地域作り」

（１）課題設定の背景

（２）検討した地域課題7.地域課題

相原町内における精神疾患をお持ちの方への支援。

・課題に対し、疾患について学ぶ機会を設ける。
（ケアマネジャー向けに疾患について、接し方の研修等を行う。）
・相談できる体制づくりに向け、社会資源の活用のための情報収集を行う。
（多職種でチームを組んで支援をする体制づくりをテーマに取り上げた、地域ケア
会議の開催。）
・現状では、認知症初期集中支援によるチーム介入がなされているが、それを課題
に対して活用する方法について、今後は多職種との協議を行う。

相原町の事業より支援センターに寄せられる相談のうち、「何らしかの精神疾患お
持ちの高齢者への対応の仕方に苦慮している。」という内容のものがあり、今年５
月に圏域内の各居宅支援事業所へ精神疾患に関するアンケートを実施。併せて、
７月に精神疾患を持つ高齢者について個別ケア会議を３回開催した結果から課題
を抽出した。

堺1

1.アンケート結果報告
　1）「担当利用者に関するアンケート」（5月実施）
　 「精神疾患の方を支える地域づくりに関する調査」（9月実施）
　2）花いかだ診療クリニック島本先生によるアンケートの講評
2.「心の病を抱えた方を支える地域づくり」について
　1）各センターの役割紹介（医療と介護の連携支援センター,障がい者支援セン
ターより）
　2）課題の情報共有（相原町の人口統計、個別ケア会議の事例の情報共有）
　3）・グループワーク「心の病を抱えた方を支える地域づくり」について意見交換（困
りごとに対する取組（工夫）、連携機関、あればよいと思われる仕組み）
　　・グループ発表
　　・花いかだ診療クリニック島本先生によるグループ発表の総評
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